
 

 

  

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

 

 

2024年 7月 30日 

各 位 

   株式会社北洋銀行 

 

株式会社ＨｉＳＣ様が 

SDGs(教育)私募債(寄付寄贈型)（保証協会保証付私募債）を発行 
 

株式会社ＨｉＳＣ様（本社：札幌市、社長：小山内 拓氏、資本金：1千万円）は、2024年 7月 31日に第 1

回無担保社債（株式会社北洋銀行・北海道信用保証協会共同保証付）「SDGs(教育)私募債(寄付寄贈型)」

5千万円を発行します。年限は 5年、受託（財務代理人に就任）・引受についても北洋銀行が行います。本

件私募債の調達資金は事業資金に充当する予定です。 

 

同社は 1996 年創業の IT 企業で、主に放送業界の課題を解決するための「報道取材管理システム」、

「運転報告書作成支援システム」など、業務支援システムに関する開発、保守、運用までの一貫した情報

処理サービスを提供しています。 

また、放送局内に「字起こし支援センター」を開設し、専用の AI システムを活用した文字起こし事業や、

放送局で実績・経験を積んだシニア技術者による動画撮影・配信システム事業なども行っています。 

「パートナーシップで実現する幸せ創造企業」を経営理念に掲げ、社員、お取引先企業さま、地域社会、

国際社会まで、すべての人と共に幸せを創造できる企業を目指しています。 

 

「SDGs（教育）私募債（寄付寄贈型）」は、適債基準をクリアした優良企業が発行できる私募債です。当

行は、お客さまが私募債をご利用される際、発行金額の 0.2％相当額をお客さまが希望する道内の学校等

へ寄付寄贈します。本商品をご利用いただくことにより、お客さまは「優良企業」としての社会的評価と、地

域貢献に対する取組姿勢を広くアピールすることや、学校等へ支援の気持ちを伝えることができます。 

「SDGs（教育）私募債（寄付寄贈型）」は、銀行保証型、保証協会保証型の 2 種類があり、「SDGs（教育）

私募債（寄付寄贈型）（保証協会保証型）」は物的担保の代わりに信用保証協会と取扱金融機関の共同保

証を受けることで、無担保で社債発行が可能になるものです。 

 

 

 

 

 

 

北洋銀行グループは、2018年 12月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


